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遠
賀
町
で
は
今
年
度
か
ら
「
文
化
ふ

れ
あ
い
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
は
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
美

術
・
音
楽
・
演
劇
な
ど
多
く
の
分
野
の

芸
術
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
知
識
や
文

化
の
向
上
に
少
し
で
も
役
に
立
て
て
い

た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
は
そ
の
第
一
回
目
と
し
て
、
北

九
州
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
、
「

リ
ュ
ー
ジ
ュ
・
美
術
館
名
画
展
」
を
選

ん
で
み
ま
し
た
。
こ
の
美
術
展
は
ベ
ル

ギ
ー
の
リ
ュ
ー
ジ
ュ
市
近
代
美
術
館
と

ワ
ロ
ン
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
作
品

を
出
品
。
印
象
主
義
、
表
現
主
義
、
シ

ュ

ー

ル

レ

ア

リ

ス

ム

と

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

近
代
美
術
の
流
れ
を
観
る
こ
と
が
で
き

ます。あ
な
た
も
、
ピ
カ
ソ
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン

モ
ネ
、
ユ
ト
リ
ロ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
に
違

い
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

●
目
時
と
集
合
場
所

1
月
1
0
日
（
日
）

午
前
1
0
時
、
役
場
前
に
集
合

無
料
貸
切
バ
ス
で
北
九
州
市
立

美
術
館
（
声
畑
区
鞘
ケ
谷
）
ま
で

送
迎
し
ま
す
。

●
観
覧
料
一

般

　

　

　

7

0

0

四

大
・
高
生
　
　
5
0
0
円

卓
・
小
生
　
　
3
0
0
円

（
以
上
、
団
体
料
金
）

●
締
切
日
6
月
務
田
（
土
）

●
申
込
先
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

館

（

2

9

3

）
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な
く
そ
う

社
会
の
秩
序
を
乱
す
不
法
電
波

●
電
波
法
違
反
防
止
旬
間
●

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
〝
生
命
〟
と
も
い
え
る
電
波
は
、
わ
た
し
た

ち
の
身
の
周
り
に
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
も
の
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
生
活
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
た
り
、
活
や
山
の
遭
難
救
助
に
活

躍
し
た
り
・
‥
・
：
＼
情
報
社
会
の
主
役
と
も
い
え
る
電
波
を
正
し
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
今
年
も
六
月
一

反
防
止
旬
間
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る

電
波
の
利
用

電
波
の
利
用
は
、
高
度
情
報
社
会

の
な
か
に
あ
っ
て
、
ま
す
ま
す
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
茶
の
間
の
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
は
も
と
よ
り
、
船
舶
や
航

空
機
の
安
全
航
行
用
無
線
、
そ
れ
に

国
際
・
国
内
電
話
。
さ
ら
に
、
警
察

や
消
防
、
鉄
道
用
な
ど
の
無
線
通
信

と
、
利
用
形
態
は
広
が
る
ば
か
り
で

す
。
電
波
法
で
は
、
電
波
を
発
射
す

る
機
器
と
人
と
を
「
無
線
局
」
と
呼

び
ま
す
が
、
最
近
は
、
郵
政
大
臣
の

免
許
を
受
け
て
個
人
で
開
局
す
る
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
局
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
無

線
な
ど
も
一
般
化
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
な
か
に
は
郵
政
大
臣

の
免
許
を
受
け
な
い
、
不
法
無
線
局

も
後
を
絶
た
な
い
の
か
実
情
で
す
。

こ
れ
ら
の
不
法
無
線
局
は
、
家
庭
の

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
受
信
障
害

日
か
ら
十
日
ま
で
「
電
波
法
達

の
原
因
と
な
っ
た
り
、
警
察
や
消
防

な
ど
重
要
無
線
通
信
を
混
信
さ
せ
て

妨
害
の
も
と
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
う
し
た
違
反
件
数
は
、
昨
年
四

月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
お
よ
そ
九
千

五
百
件
に
上
り
、
こ
の
う
ち
機
材
の

持
ち
主
が
判
明
し
な
の
が
約
二
千
三

百
五
十
件
。
さ
ら
に
約
四
百
五
十
件

に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ

て
な
ん
ら
か
の
司
法
処
分
を
受
け
て

い
ま
す
。
違
反
の
半
数
は

ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ

違
反
件
数
の
約
半
数
を
占
め
る
の

は
、
国
内
で
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
と
呼

ば
れ
る
無
線
機
（
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
）

で
す
。
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
積

み
込
み
、
ト
ラ
ッ
ク
同
士
の
通
信
に

使
っ
た
り
、
な
か
に
は
眠
気
覚
ま
し

に
無
線
の
出
力
を
ア
ッ
プ
し
て
使
う

な
ど
の
悪
質
な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
や
コ

ー
ド
レ
ス
電
話
な
ど
に
よ
る
違
反
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
違
反
者

の
摘
発
が
増
え
で
き
て
い
る
の
は
、

一
方
で
は
販
売
店
側
の
モ
ラ
ル
の
欠

如
も
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
無

線
の
知
識
が
な
く
て
も
、
普
通
の
電

気
器
具
店
に
行
け
げ
便
利
な
機
材
が

購
入
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
衝
に

は
通
信
機
材
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

郵
政
省
は
、
こ
の
旬
間
に
無
線
の

ル
ー
ル
を
広
く
P
R
す
る
と
と
も
に
、

「
違
法
な
も
の
を
売
ら
な
い
」
よ
う

販
売
店
側
に
協
力
を
求
め
て
い
き
ま

す。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
啓
蒙
活
動
と

あ
わ
せ
て
、
全
国
で
集
中
取
り
締
ま

り
を
実
施
し
て
、
少
し
で
も
違
法
な

無
線
局
を
少
な
く
す
る
努
力
を
続
け

ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。



見直そう暮らしと命を守る水
6月1日～7日は「水道週間」です

二三率壷透過

近代水道が始まって101年
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（3）

六
月
一
目
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
水
道
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
近
代
式
水
道
の
通
水
は
、
明

治
二
十
年
横
浜
市
が
最
初
で
、
そ
れ
か
ー
2
7
日
ま
で
一
世
紀
を
超

え
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
水
道
は
目
縫
ま
し
く
普
及
し
、
昭
和
三
十
四
年
に
全

国
で
わ
ず
か
四
八
・
七
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
九
三
・

六
％
と
高
普
及
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

中
間
水
道
も
、
当
初
計
画
給
水
戸
数
三
千
戸
、
給
水
人
口
一
万

五
千
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
中
間
市
で
一
万
六
千
六
百

五
十
八
戸
、
五
万
九
百
九
十
人
に
、
遠
賀
町
で
四
千
七
百
七
十
九

戸
、
一
万
六
千
六
百
九
十
人
、
計
二
万
一
千
四
百
三
十
七
戸
に
給

水
し
て
お
り
、
普
及
率
も
中
間
市
で
百
％
、
遠
賀
町
で
九
十
九
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
は
、
住
民
の
健
康
で
文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
環
境
の
改
著
や
防
火
、

産
業
の
発
展
な
ど
の
効
用
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
人
間
の
生
存
に

と
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
施
設
で
す
。

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で
も
き
れ
い
な
水
が
ジ
ャ
ー
ツ
と
出

副
題
佃
編
制
便
性
に
慣
れ
ず
き
て
い
る
今
、
ぜ
ひ
水
の
大

切
聴
解
㈲
廓
は
、
－
郷
に
っ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
い
も
の
で
す
。

日
本
て
水
道
が
初
め
て
つ

く
ら
れ
た
の
は
い
つ
の
こ
ろ

か
ら
か
と
い
、
つ
と
、
天
正
十

八
年
二
五
九
〇
年
）
　
に
徳

川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開

く
に
あ
た
っ
て
つ
く
ら
れ
た

神
田
上
水
か
最
初
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
．

江
戸
時
代
の
各
戸
へ
の
給

水
は
、
木
桶
や
竹
管
で
導
水

し
、
共
同
使
用
に
あ
た
っ
て

は
留
桝
か
ら
く
み
取
る
方
法

か
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

安
政
元
年
二
八
五
四
年
）

に
鎖
国
が
終
わ
り
、
外
国
と

の
交
易
が
盛
ん
に
な
る
と
、

コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
な
ど
の
伝

染
病
が
流
行
す
る
よ
う
に
な

り
、
衛
生
施
設
と
し
て
の
近

代
式
水
道
の
敷
設
が
強
く
望

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
明
治
二

十
年
、
鉄
管
を
用
い
、
ろ
過

し
た
浄
水
を
供
給
す
る
、
い

わ
ゆ
る
近
代
式
水
道
が
横
浜

市
に
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
て
す
。

昭
和
五
年
、
高
級
鋳
鉄
管

の
国
内
生
産
が
ス
タ
ー
ト
し
、

昭
和
三
十
二
年
に
は
水
道
法

が
制
定
さ
れ
、
世
界
最
大
の

水
道
専
用
ダ
ム
て
あ
る
東
京

都
小
河
内
ダ
ム
か
完
成
す
る

な
ど
、
水
道
は
着
実
な
発
展

を
と
げ
、
昨
年
十
月
、
百
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

て
い
る
装
置
で
す
。

み
な
さ
ん
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
団
体
で
の
見
学
会
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
水
道
局
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

舘

（

2

4

4

）

1

1

1

1

中
間
の
浄
水
場
で
は
、
原
水
を
回
転

円
板
法
に
よ
っ
て
生
物
酸
化
処
理
を
行

っ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
と
思
い
ま
す

生
物
酸
化
処
理
と
は
、
川
の
流
れ
の

中
で
自
然
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
酸

素
の
供
給
と
、
生
物
に
よ
る
有
機
物
の

分
解
と
い
う
浄
化
の
作
用
を
、
回
転
円

板
装
置
の
中
に
集
約
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
日
本
の
水
道
の
膳
史
の
中
で
も

初
め
て
の
処
理
方
法
で
、
今
後
の
水
質

管
蝶
の
上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

花
の
種
と
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無
料

で
配
布
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

水
道
窓
口
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

小
学
校
四
～
六
年
生
が
一
生
懸
命
に

描
い
た
、
水
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
展

示
し
ま
す
。

●
期
　
間
　
6
月
l
日
～
7
円

●
塘
　
所
　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

ふ
る
さ
と
の
水
を
守
る
の
は
あ
な
た
で
す

昨
年
の
秋
、
遠
賀
川
の
支
流
で
鮭
が

と
れ
大
変
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た

し
か
し
、
よ
′
、
考
え
て
み
る
と
不
思
議

な
気
も
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
も
と
も
と

遠
賀
川
の
流
域
で
は
多
く
の
館
が
と
れ

て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

炭
坑
が
盛
ん
な
こ
ろ
は
洗
炭
水
で
汚

さ
れ
、
ま
た
現
在
で
は
生
活
汚
水
に
よ

る
都
市
型
汚
濁
が
進
み
、
そ
の
水
質
は

水
道
水
源
と
し
て
は
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ

ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
遠
賀
川
か
ら
鮭

を
追
い
出
し
た
の
は
私
た
ち
人
間
な
の

です。遠
賀
川
で
釣
っ
た
魚
を
安
心
し
て
子

供
達
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
遠
賀
川
を
生
き
か
え
ら
せ
る
こ
と

が
、
流
域
で
生
活
す
る
私
た
ち
の
努
め

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
金
を
か
け
れ
ば
浄
水
場
施
設
を
よ

り
立
派
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
が
必
ず
し
も
、
お
い
し
く
て

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
に
な
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

お
い
し
く
て
、
安
心
し
て
飲
め
る
水

道
水
の
た
め
に
は
、
そ
の
源
で
あ
る
川

を
き
れ
い
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す

私
た
ち
一
人
一
人
が
ふ
だ
ん
か
ら
、

川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
心
か
け
る
こ
と

が
一
誌
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。



松ノ木チームが二連破 
4月24日と5月1日の両日にわたって、総合運動公 

圃グラウンドで行あれた軟式野球大会は、16チームに 

よる熱戦の末、松ノ本チームが昨年に引き続き見事優 勝を飾りました。準優勝は別府チーム。 
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賀郡バレーボール選手棒大 

遠賀チームがWでVl 
4月24日、第13回遠賀郡バレーボール選手権大会が行か 

れました。男子の部では、遠賀バレーボールクラブが圧倒 

的を強さで完勝。女子の部Aパートでも遠賀ママバレーボ 
ールクラブが順当に勝ち進み、ダブル健勝と在りました。 

ところで逓賀チームの強さの秘密は……。 それはあをた自身の目でお確かめください。 ー練習日桂一 

毎週水・土曜日19時30分－21時30分 

遠賀南中半枚体育館　　　　　　（　（ 
●遠賀ママバレーボールクラブ　　　　・（・ 

毎週火・金圃洞　　　　　　　　　ヽブ 

子 � � � i 悶 

讐 ��＼ ∴∴∴ 

i J tii ．∴● －－－J－ノ � 

○○000 　＿＿＿＿L－＿ 

が開催されました。これは、盗行っていきます。 難の発生が比較的多い地域で、 　　　　．「 こうとするもので、これから先、両群で見入っていました。 ����掴、参考 i ��轟 閑職⊥ 

「　∴・∴・一　　∴　一＿一一　　∴ 

雪　　　　　　　を �� �� �囲顧謡 
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遭 

見参　　　塩 国満配 　　　　態 ��� �〇m � �の 

一」一〇”””””i案01ゴ〇回董○○Sr　－ � 
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⑮（緒謹驚）
人　　口　　　16，695人（＋28）

男　　　　　　7．977人（＋19）

女　　　　　8，718人（＋　9）

世帯数　　　　4，803戸（＋狐）

転　　入　130人　転　出　112人

出　　生　15人　死　亡　　5人

（）内は前月比

（5）

女
性
が
い
き
い
き
働
け
る
職
場
を

S
求
め
ら
れ
る
男
女
差
別
の
解
消
○

新
調
し
た
ス
ー
ツ
や
制
服
に
身
を
包

ん
だ
新
入
社
員
た
ち
も
、
そ
ろ
そ
ろ
仕

再
や
職
場
の
雰
囲
気
に
慣
れ
て
き
た
こ

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
職
場
で
の
男
女
平
等
を

目
指
す
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
二
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
あ
な
た
の
職
場
で
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
六
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等

月
間
。
女
子
労
働
者
へ
の
差
別
や
偏
見

を
な
く
し
、
能
力
を
生
か
せ
る
環
墳
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
雇
用
者
の三
七
％
は
女
性

従
来
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
女
子
労

働
者
は
寧
務
補
助
職
と
考
え
ら
れ
が
ち

で
し
た
。
「
職
場
の
花
」
と
い
う
表
現

に
も
そ
ん
な
響
き
が
こ
も
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
企
業
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て

働
く
女
子
労
働
者
は
い
ま
や
千
六
百
万

人
を
超
え
、
全
雇
用
者
の
三
七
％
を
占

め
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

女
性
管
理
職
も
年
々
着
実
に
瑚
え
、

六
十
二
年
に
は
十
六
万
人
に
遵
し
て
い

ます。こ
う
し
た
女
子
労
勘
考
の
進
出
を
背

景
に
生
ま
れ
た
の
か
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
で
、
各
企
業
は
社
員
の
募
集
、
採

用
、
配
韻
、
昇
進
、
数
寄
訓
練
、
福
利

厚
生
、
定
年
、
退
職
、
解
雇
に
当
た
っ

て
、
女
子
を
差
別
し
な
い
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

い
か
が
で
す
か
？

あ
な
た
の
職
場
の
労
働
環
境

変
わ
り
ま
し
た
か
、
あ
な
た
の
職
場

で
の
女
子
の
待
遇
。
こ
ん
な
点
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
正
社
員
は
男
子
の
み
と
し
、
女
子

は
パ
ー
ト
だ
け
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
女
子
に
の
み
「
自
宅
通
勤
」
な
ど

の
条
件
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
女
子
を
昇
進
、
昇
格
試
験
の
対
象

か
ら
除
外
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
女
子
の
定
年
年
齢
を
男
子
よ
り
低

く
定
め
て
い
ま
せ
ん
か
。



●　●　　　●

繍織　　目

節所　　時

●

主

催

（6）

あ
な
た
も
名
カ
メ
ラ
マ
ン

フ

ァ

ミ

リ

ー

●

フ

ォ

ト

写
　
真
　
教
　
室

初
心
者
の
方
を
対
象
に
し
た
写
真
講

座
を
開
き
ま
す
。
家
族
の
写
真
、
風
景

写
真
、
旅
行
写
真
な
ど
一
味
ち
か
っ
た

あ
な
た
だ
け
の
写
真
を
撮
っ
て
み
ま
せ

んか。
●
日
　
時
　
7
月
2
日
か
ら
日
月
1
5
日

ま
で
の
第
1
・
3
土
曜
日

（
計
8
回
）

1
0
時
～
1
2
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
受
講
料
　
無
料
　
た
だ
し
フ
ィ
ル
ム

代
な
ど
材
料
費
は
実
質

●
申
込
期
限

6
月
5
0
日
（
木
）

●
申
込
先

中
央
公
民
館事
務
室

＄
（
2
9
3
）

1
3
に
J
に
J

硬
式
テ
ニ
ス

初
心
者
教
室

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
ら
れ
る
方

ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
指
導
い
た
し

ま
す
。
年
齢
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
毎
週
火
・
金
曜
日

6
月
3
円
ス
タ
ー
ト
（
1
0
回

コ
ー
ス
）

1
9
時
～
2
1
時
（
ナ
イ
タ
ー
）

●
場
　
所
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス

コ

ー

ト

●
受
講
料
　
6
、
0
0
0
円
（
1
0
回
）

●
主
　
催
　
遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

●
申
込
先
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

＄

（

2

9

3

）

5

4

3

4

●
詳
細
に
つ
い
て
は

広
渡
　
永
松
政
利
へ

㊥

（

2

9

3

）

0

8

5

4

環
境
週
間
文
化
講
演
会

ア
フ
リ
カ
　
ガ
ー
ナ
共
和
国

ア
チ
エ
ワ
村
　
魯
長
来
た
る
／

6
月
7
日
（
火
）

1
3
時
～
1
5
時
5
0
分

中
央
公
民
館

竹
井
　
滞
　
氏

（
ア
チ
ュ
ワ
村
旨
長
）

●
演
　
題
　
ア
フ
リ
カ
で
考
え
た
こ
と

（
世
界
の
環
境
と
日
本
）

九
州
能
力
株
式
会
社

折
尾
営
業
所

入
場
無
料
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

保
母
資
格
試
験

●
期
　
日
　
8
月
3
日
（
水
）
～
5
日

（
金
）
の
3
日
間

●
場
　
所
・
第
一
保
育
短
期
大
学

・
第
一
経
済
大
学

●
頭
書
受
付
　
6
月
1
日
（
火
）

～
1
7
日
（
金
）

●
提
出
先
　
遠
賀
福
祉
事
務
所

八
幡
西
区
別
松
県
総
合
庁
舎

㊨

（

6

0

1

）

2

1

2

1

要
綱
・
朝
番
は
、
6
月
1
日
か
ら
福

祉
事
務
所
、
役
場
福
祉
係
で
配
布
し
ま

す。③
保
母
試
験
準
備
講
習
会

●
期
　
日
　
7
月
1
9
日
（
火
）

～
5
0
日
（
土
）

●
場
　
所
　
九
州
産
業
大
学

●
申
込
受
付
　
6
月
如
日
（
月
）

～
7
月
9
日
（
土
）

●
申
込
先
　
福
岡
県
保
育
所
連
盟

福
岡
市
博
多
区
千
代
I
T
同

館

0

9

2

（

6

4

1

）

7

9

申
込
書
は
、
役
場
福
祉
係
で
配
布
し

ます。

調

理

師

試

験

●
日
　
時
　
7
月
柳
田
（
金
）

1
3
時
～
1
5
時

●
場
　
所
　
北
九
州
大
学
・
西
南
学
院

大
学

●
願
書
受
付
　
6
月
6
日
（
月
）
～
6

月
1
0
日
（
金
）
郵
送
の
場

合
は
6
月
1
0
日
消
印
の
も

の
ま
で
有
効

●
提
出
先
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
保
健
所
へ

水
巻
町
大
字
吉
田
2
3
6
2
－
1

㊥

（

2

0

1

）

4

1

6

1

受
験
願
出
、
調
理
業
筋
従
事
証
明
譜

は
保
健
所
に
用
患
し
て
い
ま
す
。

優
良
運
転
者
を
表
彰

福
岡
県
薄
紫
、
交
通
安
全
協
会
で
は

優
良
運
転
者
表
彰
の
由
講
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
資
格
要
件
に
該
当
さ
れ
る

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
種
　
別
①
福
岡
県
公
安
委
員
会
優
良

自
動
車
遜
転
者
銀
章
表
彰

③
福
岡
県
公
安
委
員
会
優
良

自
動
車
運
転
者
金
華
表
彰

③
簿
察
本
部
長
・
禰
同
県
交

通
安
全
協
会
最
速
名
表
彰

緑
十
字
錮
章

④
管
区
鋒
薬
局
長
・
九
州
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

●
対
　
象
　
交
通
法
令
を
よ
く
守
り
、

常
に
安
全
運
転
に
心
か
け
、

永
年
無
事
故
の
逆
転
者
で
、

人
格
、
識
見
と
も
に
優
れ
、

他
の
運
転
者
の
模
範
と
し
て

安
全
運
転
の
推
進
に
多
大
の

功
績
が
あ
っ
た
人

●
資
格
要
件
∴
次
の
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
こ
と

①
福
岡
県
内
に
住
み
、
現
に

自
動
車
の
運
転
に
従
事
し
て

い
る
こ
と

③
普
通
免
許
以
上
（
軽
四
輪＼

六

月

は

児
童
手
当
の
月
で
す

●
現
況
眉

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
万

は
、
六
月
巾
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
役
場
縞
祉
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
け
を
怠
る
と
、
六
日
分
か

ら
の
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
現
在
受
給
さ
れ
て
い

る
方
だ
け
で
な
く
、
前
年
度
所
得
オ
ー

バ
ー
で
支
給
停
止
に
な
っ
た
方
も
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
陸
定
請
求

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
末
謂
求
の
方

は
認
定
請
求
答
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い。●
受
給
資
格

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
を
含
む
十
八
蟻
未
満
の
児

登
を
二
人
以
上
餐
育
し
て
い
ろ
こ
と
。

な
お
、
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て
も

監
護
、
一
定
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
、

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
収
入
が
一
定
の
額
以
上
の
方
は

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
支
給
額

二
人
目
の
児
童
に
は
、
月
額
二
千
五

百
四
、
三
人
目
以
降
は
月
額
五
千
円
が

義
務
教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

現
況
屈
の
用
紙
は
役
場
福
祉
係
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
一
月

一
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住

所
地
で
の
所
得
証
明
が
必
要
で
す
。
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料　　内　　持場時制
参

金　　容　　晶所関　目

嫌妊産印母役13　6
料婚前睦子揚時月
体産　　手保30　6
操後　　帳健分　日
の　　受室l　（
過　　領　15月
こ　　の　　時）
し　　方　　30

万　　は　　分

…　…　⑤　　●
料∴∴内持対楊時期　　料

巷
金　　容晶急所同　日

輔弼の瑚緋

i蛎離どうぞ

無紋瑚離刷欄臨す

年前9時単一午後4削0分（平日）

土間は正午まで（第2・第3土産日課満席す）

㊥i調の欄損が親身膿めてこ相談腕じます

◎集ま士相関：白斑運巳年即時－4時

社団法人日本韻書鰯職会

小倉自動車保険請求相談センター

北九州市小倉北区紺邑町9－1

明治生命小倉ピル8階小倉調査事薦所内

か093－521セ100（飼い9種54卜1531

言語のご相談もお受けします

象所　　同　日

⑲図書室ニュース

●一般図書
静寂の声（上下）　　　渡辺淳一著　文芸春秋

代議士の事たち　　　　家田荘子善　文芸春秋

雪はよこれていた
澤地久板書　日本放送出版協会

姥うかれ　　　　　　　田辺聖子善　新潮社

カイワレ族の偏差値日記
柏崎芙蓉子著　鎌倉書房

お父さんの定年後　トーホヒューマンセンタ一

天狼星　　　　　　　　　栗本薫署　講談社

●児童図書
あんほんまんとはいさんまん

やなせたかし著　フレーベル

いぬがいっぱい　グレース　スカール著　福音館

なるほどまんが知能ゾノーズ　　　　　階成社
その他多数

本のくるま

移動図書室「本のくるま」が町内を巡りますo
気軽にご利用ください。

（7）

／

限
定
を
除
く
）
の
免
許
を
受

け
て
い
ろ
こ
と

⑤
運
転
継
続
年
数

・
銀
章
は
1
0
年
以
上
で
、
無

事
故
無
違
反
で
あ
る
こ
と

・
そ
の
他
は
、
右
記
の
他
に

要
件
が
あ
り

●
申
込
期
限
　
6
月
柳
日
（
月
）
ま
で

●
期
し
込
み
、
詳
細
に
つ
い
て
は

折
尾
簿
察
署
交
通
総
務
係
へ

舘

（

6

9

1

）

0

3

3

1

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資

昭
和
六
十
三
年
度
の
第
一
回
個
人
向

け
住
宅
（
新
築
・
購
入
）
融
資
の
募
集

の
締
切
は
六
月
十
七
日
（
金
）
ま
で
で

す。
低
金
利
（
四
・
五
％
、
四
・
八
％
、

五
・
一
％
）
で
通
常
融
資
額
に
加
え
、

特
別
割
増
（
三
百
五
十
万
円
～
八
百
万

円
）
融
資
が
利
用
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫

福
岡
支
所
＄
0
9
2
（
7
1
2
）
5
5

5
5
ま
た
は
、
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
対
　
象

●
持
参
品

●
内
　
容金

6
月
7
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
重
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
布

無
料

6
月
1
4
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

無
料

●
期
●
時

●
揚
●
対

6
月
1
6
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館

1
裁
6
カ
月
～
1
歳
8
カ

月
児
（
昭
和
6
1
年
同
月
～

1
2
月
生
）

母
子
手
帳
、
検
診
栗

身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

無
料

●
期
　
間

●
場
　
所

●
時
　
間

●
対
　
象

●
接
凄
方
法

6
月
0
0
日
（
木
）
ま
で

町
内
の
各
病
院
及
び
医
院

診
旗
時
間
内

3
歳
以
上
の
希
望
者

今
回
初
め
て
の
場
合
は

1
～
2
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
2

回
接
種
し
、
さ
ら
に
翌
年
l
回
接

種
す
る
と
基
礎
免
授
か
で
き
ま

す
。
そ
の
後
は
3
年
に
1
回
の
追

加
接
種
と
な
り
ま
す
。
入
学
前
に

ぜ
ひ
基
礎
免
疫
を
つ
け
る
よ
う
心

か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
持
参
晶
　
印
鑑

●
料
　
金
　
1
回
に
つ
き
7
8
0
円

●
そ
の
他
　
接
種
日
の
朝
、
体
温
を
測

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

中
学
生
以
下
、
生
活
保
護
、
ま
た

は
町
県
民
税
が
均
等
割
額
以
下
の

世
帯
の
人
は
、
役
場
保
健
衛
生
係

窓
口
で
無
料
用
の
問
診
票
を
お
受

け
と
り
く
だ
さ
い
。

次
の
病
院
で
血
清
を
用
慈
し
て
い
ま

す。

●
県
立
遠
賀
病
院

●
芦
屋
中
央
病
院

●
中
間
市
立
病
院
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